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TOEFL Junior®と TOEFL ITP®は同じ

TOEFL®試験であるため、たとえば英検(日

本実用英語技能検定)の3級から準2級、2級

のように連続して難易度が上がっていくよ

うな印象を持つかもしれません。しかし、

TOEFL Junior®とTOEFL ITP®では、想定す

る受験者の背景が異なるという前提で作成

されています。このことを理解するには、

英語能力について用いられるCEFR(ヨー

ロッパ言語共通参照枠)について知っておく

必要があります。

CEFRとは、ヨーロッパ評議会が策定した

言語運用能力の指標です。AレベルからCレ

ベルまで、実際のコミュニケーションの中

で「で きる」ことが期待される言語活動が

レベルごとに記述されています。A1レベル

からA2レベルへとレベルが上がれば、言語

活動の幅が拡大することになります。しか

しながら、「どの話題について言語活動を

行うか」や「どの領域で言語活動を行うの

か」といった事項は、レベルとは別に規定

されています。

もう少し具体に見てみましょう。CEFRで

は、それぞれのレベルごとに、「書く」、

「話す(やりとり・発表)」、「読む」、

「聞く」という5つの技能でできることや扱

うことのできる内容が記述されています。

A1レベルは、自分自身と自分の身の回りに

関する話題であれば情報を伝えたり、理解

したりできると記述されています。B1レベ

ルは、自分自身や日常生活に加えて、学校

や職場といった普段の生活での社会的コ

ミュニティにおいて行われる言語活動がで

きるレベルだと設定されています。

ここで注意が必要なのは、同じB1レベル

であっても、社会的コミュニティが異なれ

ば、そこで使われる語彙や表現は異なるも

のになるという点です。成人が職場で使う

語彙は、大学生や中高生のような学校で使

う語彙とは異なります。同じ学校という活

動領域での言語活動であっても、大学生と

中高生では学習する内容やレベルは異なり

ます。また、授業の受け方や学校での手続

きなども違います。したがって、大学生と

中高生が同じB1レベルであるとしても、使

用する語彙や表現まで同じとは限りません。

受験する試験を選ぶ際には、このような背

景に注意することが大切です。

さらに、英語運用能力を測定する試験に

は、その試験が測定する英語の目的にも注

意が必要です。英語運用能力を測る試験に

は、ビジネス英語やアカデミック英語と

いった、特定の目的に特化した試験が存在

します。たとえば、TOEIC®はビジネス環境、

TOEFL®やIELTSはアカデミック環境、英検

は広く日常生活での英語が対象となります。

活動領域や目的が異なれば、そこで使用さ

れる表現や語彙も自ずと異なると考えられ

ます。したがって、試験を選択する際には、

英語のレベルだけでなく、試験が対象とす

る言語環境や英語の目的を意識すると良い

でしょう。
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１. CEFRのレベルと試験の目的
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TOEFL Junior®とTOEFL ITP®のどちらを

受験するか考える際に、もっとも考慮すべ

きことは試験の対象となる言語環境です。

TOEFL ITP®は、大学という高等教育機関に

おける言語運用能力を測定することを第一

の目的としています。それに対し、TOEFL 

Junior®は中高生を対象としていて、中等教

育機関での言語運用能力を測定することを

目的としています。両者の試験で、同じB1

レベルに相当すると判定されても、実際に

は測定の対象となる言語環境が大きく異な

ることに留意が必要です。

このような言語環境の違いは、その環境

で使用される背景知識が異なることと関係

します。言語活動を行う上で必要となる、

その領域に固有の知識のことを「ドメイン

知識」と呼びます。TOEFL ITP®やTOEFL 

iBT®では、大学という環境に関するドメイ

ン知識が要求されます。ドメイン知識につ

いての具体例を挙げると、たとえばコン

ピューターを理解する際には、メモリーや

CPU、プログラムといった用語と知識がな

ければ理解は困難です。また、「立ち上げ

る」という動詞でも、コンピューターの分

野ではパソコンの起動を意味しますが、他

の仕事の領域では組織の稼働を意味するこ

とがあります。このように、同一の語でも

使用される分野によって意味が変わってき

ます。このような特定の領域に関わる知識

がドメイン知識です。

具体的に問題で見てみましょう(※次ペー

ジを参照ください )。たとえば、TOEFL

Junior®では、校長先生が放課後の予定につ

いて話したり、先生が留学生のお知らせを

する場面が出題されます。小学校や中学・

高校では、朝礼で先生が生徒に向かって挨

拶をすることはよく行われています。その

ため、受験する生徒にとっても、この場面

は容易に想像できるものです。

一方で、TOEFL ITP®のリスニングでは、

期末レポート(term paper)の書き方につい

ての話題や、転学の際に単位(credit)をどう

するのかといった話題が取り上げられます。

これらを理解するには、大学では必要な

コース(授業)を選択し、学期末には試験や

レポートによって単位が認定される、と

いった学習制度を知っていなければなりま

せん。いくら英語の単語や文法が分かって

いても会話の前提の知識を持っていなけれ

ば、これらのやり取りを理解することは難

しいでしょう。それぞれの発話が、どのよ

うな場面で行われるのかを知らなければ、

発話の目的や理由を考えることは困難だか

らです。

２. TOEFL Junior®とTOEFL ITP® の違い



※TOEFL Junior®とTOEFL ITP®のリスニング用文章の違い

TOEFL Junior®

(Narrator): Listen to the principal making an announcement. 

(Man): Attention, students. Please be reminded that there will be a staff meeting after school today. 

Because all teachers are required to attend, there will be no after-school activities and all students 

must leave the school building immediately after their last lesson. The only students who many stay 

in the building are the students in the Mathematics Club. They will be attending a competition later 

this afternoon. Thank you all for your cooperation. 

(Narrator): Listen to a teacher talking to a class. 

(Man): As you have already heard, we will have twenty exchange students visiting our school for 

one month starting tomorrow. They’ll want to learn about our daily life and school culture. When 

you meet the students for the first time, you should remember that they many ask some surprising 

questions, or they may do things differently than you expect. You should always be polite and 

helpful to our guests. Of course you can talk to them about life in their countries, too. The idea is to 

learn from one another! 

(出典：『TOEFL Junior® テスト公式問題集 [改訂版]』)

TOEFL ITP®

N: Listen to a conversation between a college student and his counselor.

W: Good morning, Steve. What can I do for you?

M: Well, I’ve decided I want to transfer to a smaller college. 

(略)

W: I might, but first I think I ought to warn you about some of the potential 

problems with transferring. The main one is how many of your credits will be 

accepted by your new college.

M: You mean they won’t all be transferable?

(略)

W: First check with the admissions officer, then follow up with the registrar’s        

office. … (略)

N: Listen to a message on an answering machine.

(略)

M: Hi, Dr. Turner. This is Richard Hudson. I just picked up your comments 

on the rough draft of my term paper ‒ thanks a lot. … 

(略) 

(出典：『TOEFL ITP®テスト公式テスト問題＆学習ガイド』)

３
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これまで述べてきたように、英語運用能

力を測定するのであれば、学習者にとって

もっとも身近な環境での運用能力を測定す

る試験を選択すべきです。したがって、高

校での英語運用能力を測定するのであれば、

TOEFL Junior®が一番の候補になります。

TOEFL Junior®で測定できる上限に近い能

力を持っていても、高校と大学では活動領

域が異なるため、何も準備をせずに、

TOEFL ITP®を受験することはあまりお勧め

できません。授業の受け方を一つ取っても、

高校までの授業と大学での授業の受け方は

全く異なるように、前提となる知識が同じ

ではないからです。

たとえば、大学での授業の流れを理解し

ていない場合、授業で講師が用いる言い方

が分からない可能性があります。高校生が

大学の授業を聞いても、なぜそのような授

業が行われているのかがわからず、そこで

用いられる表現の理由も、具体的な経験を

経ない場合には、理解することが難しいか

もしれません。ほかにも、たとえばTOEFL 

ITP®のリスニングには、寮生活や単位取得

の手続きに関する会話が出てきます。これ

らも、おそらく高校生にはあまり馴染みの

ない話題だと思われます。

もちろん、単語や会話の目的が分かれば、

一定の英語運用能力をもとに理解すること

は可能です。しかし、相当の英語運用能力

を持った高校生であっても、大学の寮に関

する話を初めて聞いて理解したり、場面を

想像したりすることは難しいでしょう。

言葉としては分わかっても、なぜそのよう

な発話が行われるのかといったことを理解

するには、その背景の理解が必要で、その

ような知識がないと、実感を持った理解を

することはできません。そのため、高校生

がTOEFL ITP®を受験するには、純粋な英語

運用能力だけでなく、大学という環境に関

する様々な背景知識や理解を深めるための

学習が必要です。

TOEFL ITP®の問題文の中には、生物の 

分類に関するものやアメリカの法律に関す

るものが取り上げられることがあります。

たとえば、生物の種に関する概念が理解で

きなければ、関連する単語を知っていたと

しても、その内容を理解することは困難で

しょう。中学生や高校生にとって、「通商

条約」などの言葉の意味は、たとえ母語の

日本語であっても理解するのは容易ではな

いでしょう。もし、TOEFL ITP®の問題が日

本語で書かれていたとすれば、受験者はCレ

ベル(母語話者相当)になるはずですが、大

学の講義を理解できるかといえば、必ずし

もそうではありません。TOEFL ITP®を受験

する場合は、日本語での大学レベルの知識

が十分に備わっていなければ、正確に英語

運用能力を測ることは困難であることが

想像できますでしょうか。

３. 英語運用能力を適切に測る試験選択
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最近では、中学校の中でも、とくにイ

マージョンコースなどの英語運用能力の高

い生徒が多い学校において、 TOEFL 

Junior®かTOEFL ITP®のどちらにするかで

受験する試験を悩まれることがあると聞き

ます。しかし、仮に英語がCEFR B2レベル

であったしても、中学生の持つ背景知識や

経験から考えると、世界の中高生向けに設

計されたTOEFL Junior®を受験して英語運

用能力を測ることが適切だと考えます。現

在のTOEFL Junior®は4技能を測定する試験

になっています。

TOEFL Junior® STANDARDでは、リスニ

ング、リーディング、文法・語彙を測定し

ますが、 この試験で一定以上の運用能力を

持ってい ると判断される生徒に対しては、

スピーキングとライティングの試験(SW試

験)の受験を考慮してはいかがでしょうか。

これによって、発信力についても同等の運

用能力を持っているかどうかを確認するこ

とができます。英語による発信力をB2レベ

ルまで高めることができれば、バランスの

取れた運用能力であると言えます。TOEFL 

Junior® STANDARDでスコアの良かった生

徒には、まずは TOEFL ITP®よりも、

TOEFL Junior®のSW試験の受験を推奨しま

す。

また、もし、高校生に大学のことを先取

りして学ばせたいのであれば、受験する前

に、TOEFL ITP®のサンプル問題を学習する

ことをお勧めします。これによって、大学

ではどのようなやり取りが行われ、講義で

はどのような内容が扱われるのかというこ

とを指導すること ができます。このような

指導を行う余裕がある 場合は、TOEFL 

ITP®の受験を検討するのも一案です。

ただし、このようなことは大学に入学す

れ ば自ずと分かることです。無理をして先

取りするのであれば、まずは TOEFL 

Junior®において、B2レベルの実力が身に付

くような学習を積み重ねることが良いかも

しれません。 留学を念頭に置いたとしても、

TOEFL ITP®はリーディング、リスニング、

文法・語彙の測定にとどまっており、発信

力は測れないため、 留学の準備としては不

十分です。そうであれ ば、TOEFL Junior®

のスピーキングとライティングに挑戦し、

その力を伸ばす方が効果的でしょう。

大学から海外、とくにアメリカを目指す

場合 は、日本の入試とアメリカの入試の違

いに注意を払う必要があるでしょう。日本

の入試は高校までの学習の習熟度や能力を

基に判断しますが、アメリカの大学は入学

後の学習能力を重視します。言い換えると、

海外の大学を目指す高校生は、大学に入学

した後に、自分の力で学び続け自らの力を

伸ばしていることを示す必要があります。

そのためにも、TOEFL Junior®で、イン

プットとアウトプットを結びつける統合的

な英語運用能力を測定し、その実力を高め

ておくと良いでしょう。

４. 海外留学やアメリカ大学進学の視点
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話はやや逸れますが、海外の大学への留

学を視野に入れ、TOEFL Junior®でB2レベ

ルに到達した生徒が、IELTS やTOEFL iBT® 

にチャレンジした際、IELTSよりもTOEFL 

iBT® の方で苦戦するという話を伺うことが

あります。 TOEFL iBT®もIELTSも、同じよ

うに大学レベルのアカデミックな英語運用

能力を測定する試験であるにもかかわらず、

なぜ IELTSの方が、同一機関が作成する

TOEFL iBT®よりも、 TOEFL Junior®での

CEFRレベルと相関性が高いのかという疑問

が寄せられます。

IELTSの問題はケンブリッジ大学(ケンブ

リ ッジ英語検定機構)が開発に関わっていて、

イギリスを中心に活用されています。英語

運用能力に対する考え方について、アメリ

カと比較して、イギリスでは汎用的な能力

やコミュニケーション能力の方により重点

が置かれています。そのため、教科書の文

章の読解などよりも、いわゆるアカデミッ

クスキルズのような能力の測定が中心であ

ると言えるでしょう。たとえば、図表等を

読み、そこで何が述べられているかを読み

最後に、TOEFL Primary®やTOEFL 

Junior®のスピーキングとライティングの試

験(SW試験)について説明します。TOEFL 

Primary®、TOEFL Junior®のSW試験は、た

だ話したり、 書いたりするのではなく、読

取る力や理解する力が対象となります。し

たがって、専門的な文章を読み解く能力よ

りも、汎用的な文章を英語で読み取る力や、

図表等を含めて理解する力が重要視されて

いるようです。そのため、たとえば高校生

がIELTSを受験した場合、TOEFL iBT®に比

べると専門的な知識を理解する必要性が相

対的に低く、その点でTOEFL Junior®と内

容の質的な違いが小さいと言えるかもしれ

ません。

一方、TOEFL iBT®の場合は、明らかに大

学における授業の理解を重視したものと

なっています。たとえば、リーディングや

リスニングは、大学で講義を理解し、専門

的な知識を得ることできるかどうかが問わ

れています。また、ライティングでも講義

を聞いた上で、その内容を自分なりの言葉

で表現する力が問われています。授業の在

り方や専門的知識を理解する方法という点

において、TOEFL iBT®の試験内容は、高校

までのものとは大きく乖離しているため、

高校生ではスコアが伸び悩むのではないか

と考えられます。

んで、聞いたものを整理して、「話す」、

「書く」という形を取っています。これは

統合型テストと呼ばれています。 一方で、

「読む」、「聞く」というインプットの部

分をできるだけ切り離して、アウトプット

５. 英語運用能力の考え方から見たTOEFL iBT®とIELTSの違い

６. 統合型テストと独立型テストの違い
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の部分だけを測定するのが、独立したテス

トになります。たとえば、TOEFL iBT®のス

ピーキングで、「あなたの印象に残ってい

る場所はどこですか」という設問に答える

問題です。このような問題であれば、イン

プットの能力に左右されず、話すことに集

中できます。評価する方も、インプットの

能力ではなく、「文章を組み立てる力」や

「英語の流暢さ」、「正確さ」だけを測る

ことができます。

しかし、それまでの言葉を使う上では、

話すことにしても書くことに単独でしても、

知識やその場で得た情報と切り離して行わ

れることはあまりありません。統合型テス

トは、「インプットの理解」から始め、そ

れを整理する能力も含め、どのようにアウ

トプットするのかまでを測定します。言い

換えると、より現実に即したやり取りやコ

ミュニケーションの能力をそのまま測ろう

としているのが統合型テストだという こと

になります。

もちろん、インプットを理解することが

重要ですので、あらかじめ持っている知識

で差が付かないようにしなければなりませ

ん。そのため、たとえばリーディングによ

るインプットでは、特定の国に関するもの

を取り上げる場合はアメリカのものが対象

となります。TOEFL iBT® はアメリカ以外

の方が受験することを想定していますので、

特定の国の話題を取り上げると、そのこと

を知っている受験生に有利に働いてしまい

ます。たとえば、日本の歴史を題材にする

と、日本の受験生は日本のことを知ってい

ますので、インプットを理解する時に有利

にな ります。そういったことが起こらない

よう配慮されています。

現在の試験は、統合型テストの出題が増

えています。TOEFL iBT®のライティングは、

これまで独立型と統合型の2種類が出題され

ていましたが、2023年の改訂で独立型のラ

イティング試験は廃止されました。新しい

試験では、ライティングは統合型テストの

みになっています。また、新指導要領を念

頭に置いた大学入学共通テストでも統合型

の問題が見られます。新しい指導要領では、

英語を使ったやり取りや理解・表現に重点

を置く内容に変わっていますので、大学入

学共通テストはそれを先取りしたものに

なってきています。今後の大学受験を見据

える上でも、統合型テストへの対応を図る

ことが大切かもしれません。
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